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公益社団法人埼玉県獣医師会

第71回定時総会及び懇親会等のご案内

日　　時　　　平成31年₆月₅日（水）

場　　所　　　清水園　₃階
　　　　　　　　　さいたま市大宮区東町₂－₂₀₄
　　　　　　　　　電話　₀₄₈－₆₄₃－₁₂₃₄

受　　付　　　午後１時から

内　　容　　　午後₁時２０分～　埼玉県獣医師連盟総会

　　　　　　　午後₂時～　　　埼玉県獣医師会総会

　　　　（主な議案）

　　　　　①　平成31年度事業計画・収支予算に関する件

　　　　　②　平成30年度事業報告・収支決算の承認に関する件

　　　　　　　午後₅時～　懇親会（会費　５，０００円）�

　　　　　　　　　　　　　※着席にて開催

　　　　（主な来賓：敬称　略）

　　　　　　　�埼玉県知事、埼玉県議会議長、埼玉県議会議員�

さいたま市長、さいたま市議会議長、さいたま市議会議員�

衆・参国会議員、日本獣医師会会長及び関係団体の長　等�

約250名

（予告）

　総会議案等、詳細な内容につきましては、次号（第666号　平成31年₄月20日編集）でお知らせしますが、

会員各位におかれましては、事前に日程等調整の上、多数の出席をお願いします。

　（出欠席報告ハガキは、次号に同封します。）
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ボウリング大会の開催
埼玉県獣医師会主催

　平成31年₂月24日（日）、埼玉県獣医師会主催のボウリング大会が、浦和国際ボウル（さいたま市）を会

場に45名が参加して開催されました。この大会は、埼玉県獣医師会の福利厚生事業の一環として会員やご家

族、賛助会員等の健康増進と親睦を目的に開催し、大会運営には、ボウリング同好会の先生方の御協力をい

ただき、厚生委員会があたりました。

開会式
　厚生委員会の米元仁副委員長（西支部）の司会により、午後

₃時40分から開会式が行われました。

　山中利之厚生委員長による開会の言葉の後、髙橋三男会長が

所用のため遅れて会場入りするため、挨拶は表彰式でいただく

こととし、賛助会員様からの御協賛品の紹介、注意事項などの

説明があり、山中厚生委員長とボウリング同好会の斎藤和也先

生の始球式により午後₄時10分から競技が開始されました。

各賞を目指して熱戦が繰り広げられる
　35名が14レーンに分かれて熱戦を繰り広げました。ボウリング同好会会員以外は、女性は一律、男性は年

齢によるハンデキャップを設け、₁人₂ゲームを投球した合計点で競いました。

　競技は厚生委員やボウリング同好会の先生方の円滑な運営により、和やかなうちに進み、各レーンではハ

イタッチする光景や、笑い声、歓声が響き、楽しいひと時を過ごしていました。

左から　山中利之厚生委員長、米元仁副委員長

始球式
右から　山中利之厚生委員長、斎藤和也先生

会場の半分を貸切って熱戦が繰り広げられた。

開会式
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表彰式
　午後₅時30分から表彰式が行われ、駆け付けた髙橋会長の挨拶に続き、司会者から成績が発表されました。

　ボウリング同好会の布川香奈江さん（ご家族）が193、200と安定した成績で男性の実力者を抑えて優勝し、

髙橋会長から賞状、優勝トロフィー、記念品が贈られました。

　今年は、特別賞として「ハイゲーム賞（男女別）」、「ブービー賞」、「ブービー

メーカー賞」、「飛び賞」が設定されました。「ブービー賞」には高橋瑠美奈

さん（アスコ）、「ブービーメーカー賞」は礒部優子先生（北支部）となりま

した。また、14位までの全員と15位以降は下一桁が₀、₁、₅の順位の方に

飛び賞が贈られました。

　また、「髙橋会長賞」として、大会当日の24日にちなんだ24位の方、最高

齢の方、最年少の方に会長から贈呈していただきました。また髙橋会長が持

参されたチョコレートの詰合せが会長特別賞として、子供さん全員による

ジャンケン大会で優勝した田口修先生（東支部）の娘さんに贈呈されました。

　終わりにあたり、中村　滋副会長が閉会の言葉を述べ、午後₆時にボウリング大会は盛会裏のうちに幕を

閉じました。多くの方々に参加をいただく中、滞りなく進行し、交流を深めることができました。

　厚生委員の先生方と斎藤和也先生を始めとするボウリング同好会の皆様方には、大会の準備や運営にあた

りまして、絶大なる御協力をいただき誠にありがとうございました。

　また、賛助会員の皆様には、多くの方の参加と沢山の賞品等をご提供いただき厚く御礼申し上げます。

　さらには、お忙しい中、御参加いただいた先生方、御家族の皆様に改めて感謝申し上げます。

上位成績
スクラッチ ハンディ 合計

優　勝 布川香奈江さん（ご家族） 393 　　0 393
準優勝 斎藤　和也先生（さいたま市支部） 388 　　0 388
₃　位 布川　昭一先生（南支部） 362 　　0 362
₄　位 鈴木　光郎先生（南支部） 251 100 351
₅　位 新井　宣明先生（さいたま市支部） 339 　　0 339

ハイゲーム 男子　斎藤和也先生（さいたま市支部） 234
女子　布川香奈江さん（ご家族） 200

表彰式で挨拶する髙橋三男会長

上位入賞者を囲んで
左から　�中村滋副会長、布川昭一先

生（第₃位）、布川香奈江
さん（優勝）、髙橋三男会長、
斎藤和也先生（準優勝）、
小暮一雄副会長、山中利之
厚生委員長
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平成31年度　集合狂犬病予防注射関係資材売買契約会

　平成31年₂月20日（水）午後₁時30分から、埼玉県獣医師会事務局において次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　�　今年は新元号となり慌ただしい₁年となる。狂犬病の予防注射は戦後の獣医師に与えられ大きな一歩で

あった。集合狂犬病予防注射業務については、社会に貢献する重要な公益事業であるため、賛助会員の各
社と十分に連携して実施できるよう努めてまいりたい。
₂　協議事項
　　⑴　平成31年度集合狂犬病予防注射関係資材売買契約について
　　　�　各社から提出された狂犬病ワクチン及び注射用資材等についての見積価格を比較検討し、資材ごと

に見積の最低価格を契約単価として各社と売買契約を締結することとなった。
　　⑵　その他
　　　�　集合狂犬病予防注射実施班ごとへの資材納入に当たっては、各社が班長と十分に連絡を取り、資材

が円滑に納入されるよう要請した。

第₄回　狂犬病予防委員会

　平成31年₃月₈日（金）午後₁時30分から、さいたま市「清水園」において次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　�　高橋会長は所用があり第2回班長会議からの出席となるため、班長会議で挨拶をしていただくこととし

た。
₂　協議事項
　　⑴　平成31年度集合狂犬病予防注射実施について
　　　�　平成31年度における実施予定者、ワクチン等の関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書

類等について協議し決定した。
　　　�　会場協力費については領収書を提出し、実費を支給することとなった。また、事故が発生した場合

には、実施者、班長、事務局、委員、支部長等がよく連携をとって、迅速・的確な対応を取ることと
した。

　　　�　年度途中で元号が変わることもあるが、報告用紙の日付については従来どおり元号で記載すること
とした。

第₂回　班長会議

　第₄回狂犬病予防委員会に引き続き、平成31年₃月₈日（金）午後₃時から、さいたま市「清水園」にお
いて次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　�　埼玉県獣医師会の狂犬病予防注射については、公益社団法人として行政のご指導をいただきながら日本

一素晴らしい体制が確立している。日本獣医師会の藏内会長が₄年前に狂犬病関係の特別委員会を立ち上
げたが、地方会の会長が委員を務めるなか、当会からは中村副会長が副委員長として第一線で活躍してい

会 務 報 告
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る。安心して狂犬病予防注射を受けられる体制を作り上げることが、行政と我々獣医師会の責務である。
渋谷委員長そして、前委員長を長年務めていただいた八木監事の指導のもと、新年度の集合狂犬病予防注
射を皆さんで的確に実施していただきたい。
₂　協議事項
　　⑴　平成31度集合狂犬病予防注射実施について
　　　�　平成31年度の実施予定者、ワクチン等関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類等につ

いて説明し、円滑な実施を徹底した。
　　　�　会場協力費については領収書を提出し、実費を支給することとなった。また、事故が発生した場合

には、関係者との連携や事故報告の提出などについて、迅速・的確な対応を要請した。
　　　　注射会場での問診票の取り扱いやその後の保管方法について検討をしていくこととなった。

新聞紙上で集合狂犬病予防注射の実施を啓発

　₄月からの集合狂犬病予防注射の実施を控え、新聞紙上に県民向けの啓発記事を掲載しました。

� 掲載日　₃月22日（金）埼玉新聞（社会面）

第₅回　総務委員会

　平成31年3月14日（木）午後₂時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項
を協議した。
₁　会長挨拶
　�　昨年11月25日に、この10年間の総結集となる70周年記念事業が皆様方の努力によりつつがなく終了した

ことにお礼を申し上げる。本日は、この₁年間の事業収支決算と来年度の事業計画、収支予算（案）につ
いてご協議をいただくので、よろしくお願いしたい。
₂　協議事項
　　⑴　平成30年度事業収支決算見込みについて
　　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　　⑵　平成31年度事業計画及び収支予算（案）について
　　　　新年度予算における事業計画や事業内容などについて協議した。
　　⑶　その他
　　　　会員数の動向及び電子決済システムについて情報提供した。
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ひ　ろ　ば 東支部研修旅行開催報告
東支部長　渋谷　正志
副庶務　杉田　浩児

　平成31年３月３日（日）から３月４日（月）にかけて、栃木県鬼怒川温泉あさやホテルにて東支部研修旅
行を開催いたしました。
　あいにくの雨模様でしたが、総勢36名が参加いたしました。前半は日本獣医生命科学大学教授　竹村直行
先生による「一般臨床家に是非とも知って欲しい循環器系のトピックス2019年バージョン」と題してご講演
をいただきました。小題として・EPIC試験の結果を踏まえたピモベンダンの使用法・レントゲンのみでも
EPICリモデリングを検出できる!（VLASを測定）・VALVE試験の内容と現場での活用法・スピロノラクト
ンの使用法・超音波検査で肺水腫を予想するB-line・完治するネコの肥大型心筋症?の各項目を、明日から即
実践できる一次診療の目線でご説明いただきました。竹村先生は午前中に仙台でご講演され、そのまま午後
に鬼怒川までいらしていただきました。心より感謝申し上げます。
　温泉でゆっくり日々の疲れを癒した後は、渋谷支部長のご発声で懇親会が開催されました。座席はくじ引
きにし、普段は分会が違うことでなかなかお会いすることができない先生同士の交流を深め、美味しいお料
理とお酒をいただきながら、竹村先生や県獣医師
会役員の先生方と若い先生方がざっくばらんに情
報交換をすることができました。中締めは八木賢
裕県獣医師会監事によるご挨拶、本締めは恒例の
中村滋県獣医師会副会長によるエールでお開きと
なりました。
　若い先生方の参加も多く東支部の層の厚さ、団
結力を再確認することができ、大変有意義な時間
を過ごすことができた素晴らしい研修旅行となり
ました。

西支部学術講習会開催報告①
西支部長　別部　博司
学術委員　佐藤　博司

　₃月₃日（日）川越南文化会館にて西支部学術講習会を開催いたしました。日本獣医生命科学大学　准教
授　水越美奈先生をお招きし、『初めての行動治療学』～診断から薬物療法まで～という演題でご講演いた
だきました。
　行動治療の基礎的な内容と認知機能不全に関しては、看護から薬物療法まで専門医として積み上げた経験
を大変わかりやすく講演してくださいました。開業獣医師が明日からの診療にすぐに生かせる内容でした。
講師の水越先生と参加してくださった先生方に心より感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

33名 3名 1名 23名 1名 1名 1名 3名
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西支部学術講習会開催報告②
西支部長　別部　博司
学術委員　佐藤　博司

　３月17日（日）『川越南文化会館　ジョイフル』にて西支部学術講習会を開催いたしました。金園辰一先
生（どうぶつの総合病院　神経科主任）をお招きし、『早期に二次診療を受けるべき神経疾患』という演題
でご講演いただきました。
　神経疾患では、早期に適切な診断をして治療をする事で、完治または劇的にQOLが改善する症例が多く
いる事、神経の感染症では漫然とステロイド治療をする事で取り返しのつかない状況になる場合がある事な
ど、実際の症例を踏まえてわかりやすく講演頂きました。
　講師の金園先生と今回ご参加いただいた先生に心より感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

28名 1名 0名 23名 0名 2名 0名 2名

広告
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お 知 ら せ

事 　 務 　 連 　 絡
平成31年１月29日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会
専務理事　境　　　政　人

「海外から渡航する補助犬使用者への対応について」
に関する周知へのご協力のお願い

　このことについて、平成31年１月17日付け事務連絡をもって、環境省自然環境局総務課動物愛護管理
室から、別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、海外から短期間来日する補助犬使用者が、補助犬を同伴して国内施設等を円滑に
利用できるよう、期間限定証明書を発行することを含めた対応ガイドラインを厚生労働省が制定した旨、
通知するものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

※別添省略

30日獣発第299号
平成31年₂月28日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会

会長　藏　内　勇　夫
（公印及び契印の押印は省略）

ゲノム編集技術の利用により得られた生物であってもカルタヘナ法に規定された
「遺伝子組換え生物等」に該当しない生物の取扱いについて

　このことについて、平成31年₂月18日付け30消安第5357号をもって、農林水産省消費・安全局長から
別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は環境省中央環境審議会で取りまとめられたとおり、ゲノム編集技術の利用により得
られた生物であってカルタヘナ法に規定された「遺伝子組換え生物等」に該当しない（規制対象外）生
物であっても、使用前に主務大臣へ情報提供をすること、また必要に応じて使用開始後の主務官庁への
報告および生物多様性への影響防止措置を実施することについて通知するものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

※別添省略
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月
₅月

６月１５日（金） 
～１７日（日）

第９６回日本獣医麻酔外科学会／第１０８回日本獣医循環器学会／第６３回日本獣医画像診断学会
２０１８春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月₁日（日）
南支部

「手術の基本とアップデート」 
日本大学　浅野　和之　先生

（さいたま市　埼玉会館）

７月１６日
（月・祝 ）

東支部
「猫のリンパ腫２０１８」
日本小動物がんセンター　小林哲也　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

₇月２９日（日）
北支部 

「犬の正常を知る」 
アニマルクリニックこばやし　小林孝之　先生 

（深谷市　埼玉グランドホテル深谷）
₈月

₉月₉日（日） 平成３０年度　関東・東京合同地区獣医師大会（茨城）獣医学術関東・東京合同地区学会
（茨城県つくば市　つくば国際会議場）

₉月３０日（日）

西支部
「家庭動物の終末期獣医療におけるアジェンダ」
「ホームドクターによるイヌの僧房弁逸脱症の臨床」
所沢愛犬病院　小暮　一雄　先生

（東松山市　ホテル紫雲閣）

１０月１９日（金）

北支部・しゃくなげ会 
「酪農場ベンチマーキングについて」 
千葉県農業共済組合連合会　
清水　秀茂　先生 

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

１０月２１日（日）
東支部 

「犬の蛋白漏出性腸症 UPDATE2018」　 
日本小動物医療センター　中島　亘　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

１１月₄日（日）
南支部 

「犬と猫の消化器の超音波画像診断」  
どうぶつの総合病院　福田　祥子　先生 

（さいたま市　埼玉会館）

１２月₉日（日）
北支部 

「疼痛を主徴とする神経筋疾患の診断と治療」 
獣医神経病クリニックACORN　奥野　征一　先生 

（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

１２月₉日（日）
東支部 

「犬と猫の糖尿病の維持管理、糖尿病性ケトアシドーシス」 
まつき動物病院　松木　直章　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

１２月２１日（金）
農林支部 
平成３０年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会 

（さいたま市　埼玉会館）

平成３１年 
１月２０日（日）

さいたま市支部 
「救急診療のオキテ」 
ＴＲＶＡ夜間救急動物医療センター　塗木　貴臣　先生 

（さいたま市　With You さいたま）

１月２０日（日）
南支部 

「犬の僧帽弁閉鎖不全症の診療アップデート」 
酪農学園大学　堀　泰智　先生 

（さいたま市　TKPガーデンシティPREMIUM大宮）

₂月₃日（日）
北支部 

「整形外科疾患と神経疾患の違いを見きわめる」 
日本大学　枝村　一弥　先生 

（熊谷市　ホテルシティーフィールドかごはら）

平成30年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成3１年₃月２０日現在）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₂月₈日（金） 
～１０日（日）

平成３０年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（神奈川）
（新横浜プリンスホテル）

₂月11日
（月・祝）

南支部 
「災害時の動物管理について」 
カルフォルニア大学　田中 亜紀　先生 

（さいたま市　埼玉会館）

₂月２１日（木）
衛生支部 
食肉衛生技術研修会 

（さいたま市　県食肉
衛生検査センター）

₃月₃日（日）
西支部 

「初めての行動治療学～診断から薬物療法まで～」 
日本獣医生命科学大学　水越美奈　先生 

（川越市　川越南文化会館）

３月１７日（日）
さいたま市支部 

「僧帽弁閉鎖不全症の内科治療と外科治療」 
JASMINEどうぶつ循環器病センター　上地正実　先生 

（さいたま市　WithYou さいたま）

３月１７日（日）
西支部 

「早期に２次診療を受けるべき神経疾患」 
どうぶつの総合病院 金園　晨一　先生 

（川越市　川越南文化会館）

₃月２４日（日）

北支部 
「循環器セミナー2019：変わりつつある僧
帽弁閉鎖不全症の治療」 
宮崎大学　中村　健介　先生 

（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

広告
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₂月15日～17日　第15回日本獣医内科学アカデ
ミー学術大会（横浜市　パシフィコ横
浜）

₂月20日　集合狂犬病予防注射資材売買契約会
（さいたま市　埼玉県農業共済会館）

₂月20日　埼玉県豚コレラ防疫対策会議（さいた
ま市　埼佛会館）

₂月21日　食肉衛生技術研修会（さいたま市　県
食肉衛生検査センター）

₂月24日　ボウリング大会（さいたま市　浦和国
際ボウル）

₂月26日　第2回畜産懇話会・畜産会役員会（熊
谷市　ホテルヘリテイジ）

₃月₃日　関東・東京合同地区獣医師会理事会（茨
城県水戸市　三の丸ホテル）

₃月₃日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

₃月₈日　狂犬病予防委員会・班長会議（さいた
ま市　清水園）

₃月10日　小動物臨床講習会（千葉県千葉市
TKPガーデンシティ千葉）

₃月14日　第5回総務委委員会（さいたま市　埼
玉県農業共済会館）

₃月17日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

₃月22日　第6回理事会（さいたま市　埼玉県農
業共済会館）

₃月24日　北支部学術講習会（深谷市　深谷男女
共同参画推進センター）

₄月14日　第₁回関東・東京合同地区理事会、幹
事 会（ 千 葉 県 千 葉 市　CHIBASKY 
WINDOWS東天紅）

₆月₅日　埼玉県獣医師会第71回定時総会（さい
たま市　清水園）

₆月25日　第76回日本獣医師会通常総会（東京都
港区　明治記念館）

₇月21日　第₂回関東・東京合同地区理事会、幹
事 会（ 千 葉 県 千 葉 市　CHIBASKY 
WINDOWS東天紅）

₉月₄日　平成31年度全国獣師会会長会議（東京
都港区　明治記念館）

₉月₅日　2019動物感謝デー in JAPAN（東京都
世田谷区　駒沢オリンピック記念公
園）

10月27日　平成31年度男関東・東京合同地区獣医
師大会（千葉）、獣医学術関東・東京
合同地区学会（千葉県千葉市　幕張
メッセ）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　今年の冬は厳しい寒さもなくいつの間にか暖

かくなってしまった。

　珍しく雪は一日だけ降ったと思う。水源地は

大丈夫か？埼玉の暖冬で霜柱もたたず、田畑は

雪も無いので細菌や害虫類がはびこって米をは

じめとする農作物への影響は大丈夫か？

　この陽気では刻々と迫ってくる温暖化現象を

感じない人はいないだろう。何でもかんでも垂

れ流して使い棄て放題、燃やし放題、マイクロ

プラスチック問題などに対して、我々人類はこ

のまま責任を取らずに生活していて良いのだろ

うか？今すぐにでも人類の全ての知恵を絞って

始めるべきではないだろうか？垂れ流しトップ

争いの中国、米国はイイのか？

　埼玉県庁の畜産安全課から３月19日に豚コレ

ラ等の特定症状に関する研修会があった。

　我々現場で働く獣医師は過去の終息に至った

経験から今すぐにでもワクチンを！と考える。

養豚家や畜産関係者は堪んないだろう。さぞか

し不安な日々を過ごされている事でありましょ

う。まして野生動物のイノシシに感染が広がっ

ている状態では、的が絞れない。野山に経口ワ

クチンを置くと言うが、それでいいのか？

　本誌の前号の第664号の編集後記に「目前に

いる養豚家一戸の生活を守る事が出来なくて、

獣医師であるとは言えません。」とありました

が、その通りです。

　前号の編集後記を読んで我々獣医師は何のた

めに免許を預かったのか？いま一度読み直して

頂き、発生地域の同志が健康であることを願い

ます。

　狂犬病集合注射不要論を唱えていた学者の

方々がおりましたが、人を含めてすべての哺乳

動物が罹患して亡くなる病気でしょう？何処か

ら入るか分からない状況で予防注射をしていな

かったらどうなるか？言わずもがなでしょう。

　英国以外で、最も英国らしい街、庭園のある

街はニュージーランドのクライストチャーチだ

そうだが、2011年２月に東日本大震災直前に起

きたカンタベリー地震で日本人28名が亡くなっ

た街でモスクを襲ったテロは、まるで映画を見

ている様だ。それも動画で銃撃の様子を17分間

ネットに流したと言うのだ。ますます犯行が悪

質、凶悪、陰湿になっている。

　形は違うが、日本ではファミレスやコンビニ

でいたずら動画をネットに流して浮かれている

若者が居た。どうしてそんな事をするのか？自

分をこんな形で主張して楽しみたいのか？もっ

と正当な形で自己主張できないのか？海外では

殺人を犯した現場をネットで主張するのだ。狂

気の沙汰だ！到底許されることではない。

　世界の人益々そういう風潮になっている。何

が悪いのか？子供のころからのしつけか？教育

か？だったら親の教育もか？難しい。子供のこ

ろから、悪いことをしたらお化けが出る！親父

に怒られる！（親父の権威は落ちたが）そんな

言葉でも良かったのかも知れない。

　４月２日の朝霞班を皮切りに集合狂犬病予防

注射が始まります。日獣からの会報にSFTSに

関心を持って頂く為にパンフレットが織り込ま

れてきましたが、今後どのような共通感染症が

出てくるか分かりません、まさにこういう事こ

そがOnehealthです。

　我々としては、県民一人ひとりの健康を願い

ながら動物に対する予防対策を実行していかな

ければなりません。平成最後の発行となる（公

社）埼玉県獣医師会報第665号をお届けします。

� （不動）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章


